
昭
和
六
十
一
年
自
治
省
令
第
二
十
五
号

消
防
用
吸
管
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二

十
一
条
の
十
六
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
用

吸
管
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
五
年

自
治
省
令
第
七
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章
　
消
防
用
吸
管
（
第
三
条―

第
十
七
条
）

第
三
章
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
吸
管
（
第
十
八
条―

第

二
十
二
条
）

第
四
章
　
雑
則
（
第
二
十
三
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
消
防
用
吸
管
の
技
術
上
の
規
格

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
用
語
の
意
義
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語

の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
消
防
用
吸
管
　
動
力
消
防
ポ
ン
プ
（
動
力
消
防
ポ

ン
プ
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
六
十

一
年
自
治
省
令
第
二
十
四
号
。
以
下
「
ポ
ン
プ
規
格

省
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
も

の
を
い
う
。
）
の
吸
水
口
に
結
合
し
て
使
用
す
る
吸

水
の
た
め
の
導
管
を
い
う
。

二
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
吸
管
　
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

等
災
害
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百

二
十
九
号
）
第
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
大
容
量

泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
と
し
て
の
用
途
に
の
み
用

い
ら
れ
る
、
大
容
量
泡
放
水
砲
用
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
（
ポ
ン
プ
規
格
省
令
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る

も
の
を
い
う
。
）
又
は
大
容
量
泡
放
水
砲
用
可
搬
消

防
ポ
ン
プ
（
ポ
ン
プ
規
格
省
令
第
二
条
第
五
号
に
規

定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
使
用
す
る
消
防
用
吸
管

を
い
う
。

三
　
呼
び
径
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
吸
管
の
設
計
さ
れ

た
内
径
（
単
位
　
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
を
い
う
。

第
二
章
　
消
防
用
吸
管

（
構
造
）

第
三
条
　
消
防
用
吸
管
（
大
容
量
泡
放
水
砲
用
吸
管
を
除

く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
構
造
は
、
次

の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
き
ず
、
気
泡
、
き
裂
等
の
欠
陥
が
な
く
、
か
つ
、

内
面
に
し
わ
等
の
不
均
一
な
部
分
が
な
い
こ
と
。

二
　
補
強
線
は
、
ゴ
ム
（
天
然
ゴ
ム
及
び
そ
の
誘
導
体

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
合
成
ゴ
ム
又
は
合
成
樹
脂

で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
布
又
は
補
強
線
（
合
成
樹
脂
製
の
も
の
を
除
く
。
）

が
露
出
し
て
い
る
部
分
に
は
、
は
つ
水
性
の
塗
料
の

塗
布
、
ゴ
ム
に
よ
る
被
覆
等
の
防
水
処
理
が
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

（
内
径
）

第
四
条
　
消
防
用
吸
管
は
、
内
径
の
寸
法
に
よ
り
、
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
呼
称
に
区
分
す
る
も
の
と
し
、
そ

の
内
径
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
（
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
日
本
産

業
規
格
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
　
Ｋ
　
六
三
三
〇―

一

（
ゴ
ム
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ホ
ー
ス
試
験
方
法―

第
一

部
：
ホ
ー
ス
及
び
ホ
ー
ス
ア
セ
ン
ブ
リ
の
寸
法
測
定
）

の
ホ
ー
ス
の
内
径
寸
法
測
定
Ｄ
法
に
よ
り
測
定
し
た
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
呼
称
に
応
じ
、
次
の
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
範
囲
内
の
寸
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
結
合
金
具
の
装
着
部
（
た
け
の
こ
式
の
も
の
を
除

く
。
）
に
装
着
す
る
部
分
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

呼
称

内
径
の
寸
法
（
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

百
五
十

百
五
十
二
以
上
百
五
十
六
以
下

百
四
十

百
四
十
以
上
百
四
十
四
以
下

百
二
十
五

百
二
十
七
以
上
百
三
十
一
以
下

百
十
五

百
十
四
以
上
百
十
七
以
下

百

百
二
以
上
百
五
以
下

九
十

八
十
九
以
上
九
十
二
以
下

七
十
五

七
十
六
以
上
七
十
九
以
下

六
十
五

六
十
三
・
五
以
上
六
十
六
・
五
以
下

五
十

五
十
一
以
上
五
十
四
以
下

四
十

三
十
八
以
上
四
十
一
以
下

二
十
五

二
十
六
以
上
二
十
八
以
下

（
材
料
）

第
五
条
　
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
材
料
は
、
次
の
各
号

に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ゴ
ム
、
合
成
ゴ
ム
及
び
合
成
樹
脂
（
補
強
線
に
用

い
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
次
に
掲
げ

る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
引
張
り
強
さ
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
六
二
五
一

（
加
硫
ゴ
ム
及
び
熱
可
塑
性
ゴ
ム―

引
張
特
性
の

求
め
方
）
の
引
張
試
験
を
行
つ
た
場
合
に
お
い

て
、
ゴ
ム
に
あ
つ
て
は
十
三
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以

上
、
合
成
ゴ
ム
及
び
合
成
樹
脂
に
あ
つ
て
は
十
一

メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
引
張
り
強
さ
が
、
空
気
加
熱
老
化
試
験
（
六
十

九
度
か
ら
七
十
一
度
ま
で
の
温
度
で
九
十
六
時
間

放
置
し
た
後
イ
に
掲
げ
る
引
張
試
験
を
行
う
も
の

を
い
う
。
）
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
ゴ
ム
に

あ
つ
て
は
九
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
、
合
成
ゴ
ム
及

び
合
成
樹
脂
に
あ
つ
て
は
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上

で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
伸
び
が
、
イ
に
掲
げ
る
引
張
試
験
を
行
つ
た
場

合
に
お
い
て
、
ゴ
ム
に
あ
つ
て
は
四
百
二
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
、
合
成
ゴ
ム
及
び
合
成
樹
脂
に
あ
つ

て
は
二
百
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
ゴ
ム
及
び
合
成
ゴ
ム
は
、
前
号
に
規
定
す
る
も
の

の
ほ
か
、
次
の
式
で
求
め
た
永
久
伸
び
が
、
二
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

永
久
伸
び
（
％
）＝

｛
（
Ｌ
１―

Ｌ
０
）÷

Ｌ
０
｝

×

１
０
０

Ｌ
０
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
六
二
五
一
（
加
硫
ゴ
ム

及
び
熱
可
塑
性
ゴ
ム―

引
張
特
性
の
求
め
方
）

で
定
め
る
方
法
に
よ
り
採
取
し
た
試
験
片
（
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
試
験
片
」
と
い
う
。
）

に
付
さ
れ
た
伸
び
測
定
用
の
標
線
間
の
距
離

（
単
位
　
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
標
線
距
離
」
と
い
う
。
）

Ｌ
１
は
、
試
験
片
を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
六
二
五
一

（
加
硫
ゴ
ム
及
び
熱
可
塑
性
ゴ
ム―

引
張
特
性

の
求
め
方
）
の
引
張
試
験
に
お
い
て
算
出
し
た

伸
び
の
約
二
分
の
一
に
相
当
す
る
長
さ
に
引
つ

張
り
、
十
分
間
保
持
し
た
後
、
急
に
収
縮
さ

せ
、
十
分
間
放
置
し
た
後
に
測
定
し
た
標
線

距
離

三
　
合
成
樹
脂
は
、
第
一
号
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ

か
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
室
温
で
二
十
四
時
間
以
上
乾
燥
器
中
に
放
置
し

た
後
、
質
量
を
量
り
、
九
十
八
度
以
上
百
二
度
以

下
と
し
た
加
熱
器
中
に
四
十
八
時
間
つ
る
し
、
室

温
で
乾
燥
器
中
に
放
冷
し
た
後
、
再
び
質
量
を
量

つ
た
場
合
、
次
の
式
で
求
め
た
減
量
が
、
一
パ
ー

セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

減
量
（
％
）＝

｛
（
Ｗ
１―

Ｗ
２
）÷

Ｗ
１
｝×

１
０
０

Ｗ
１
は
、
加
熱
前
の
質
量
（
単
位
　
グ
ラ
ム
）

Ｗ
２
は
、
加
熱
後
の
質
量
（
単
位
　
グ
ラ
ム
）

ロ
　
補
強
層
の
な
い
消
防
用
吸
管
に
用
い
る
合
成
樹

脂
は
、
消
防
用
吸
管
の
軸
方
向
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　

六
二
五
一
（
加
硫
ゴ
ム
及
び
熱
可
塑
性
ゴ
ム―

引

張
特
性
の
求
め
方
）
の
一
号
形
ダ
ン
ベ
ル
状
試
験

片
を
採
取
し
そ
の
一
端
を
固
定
し
た
状
態
で
、
そ

の
呼
称
に
応
じ
、
次
の
表
に
掲
げ
る
数
値
の
荷
重

を
そ
の
他
端
に
加
え
三
十
分
間
放
置
し
た
場
合
に

お
い
て
、
き
裂
を
生
ぜ
ず
、
か
つ
、
荷
重
を
取
り

除
き
十
分
後
に
測
定
し
た
永
久
伸
び
が
三
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

呼
称

荷
重
（
ニ
ュ
ー
ト
ン
）

百
五
十

六
百
八
十

百
四
十

六
百
三
十

百
二
十
五

七
百
六
十

百
十
五

六
百
八
十

百

千
百
四
十

九
十

千

七
十
五

千
三
十

六
十
五

八
百
五
十

五
十

六
百
八
十

四
十

六
十

二
十
五

四
十

四
　
金
属
製
の
補
強
線
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｚ
　
二
三
七
一

（
塩
水
噴
霧
試
験
方
法
）
に
よ
り
、
六
時
間
噴
霧
し

た
後
に
十
八
時
間
放
置
す
る
こ
と
を
四
回
繰
り
返
し

た
場
合
に
お
い
て
、
さ
び
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
。

（
各
層
間
の
密
着
強
さ
）

第
六
条
　
消
防
用
吸
管
の
各
層
間
の
密
着
強
さ
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｓ
　
Ｋ
　
六
三
三
〇―

六
（
ゴ
ム
及
び
樹
脂
ホ
ー
ス
試

験
方
法―

第
六
部
：
接
着
試
験
）
の
試
験
片
に
よ
り
、

補
強
線
の
外
側
及
び
結
合
金
具
の
装
着
部
の
各
層
間
に

あ
つ
て
は
五
十
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
補
強
線
の
内
側
に
あ
つ

て
は
七
十
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
荷
重
を
そ
れ
ぞ
れ
一
分
間
加

え
た
場
合
に
お
い
て
、
は
く
離
距
離
が
二
十
五
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
試
験
片
は
軸
方
向
と
垂
直
の
切
り
口
を
も
ち
、

長
さ
が
二
十
四
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
十
五
・
五

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
リ
ン
グ
状
の
も
の
と
す
る
。

（
長
さ
）

第
七
条
　
消
防
用
吸
管
の
長
さ
は
、
当
該
消
防
用
吸
管
に

表
示
さ
れ
た
長
さ
か
ら
そ
の
長
さ
の
百
五
パ
ー
セ
ン
ト

の
長
さ
ま
で
の
範
囲
内
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
質
量
）

第
八
条
　
消
防
用
吸
管
の
質
量
は
、
乾
燥
し
た
状
態
で
、

そ
の
呼
称
に
応
じ
、
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
次
の
表

に
掲
げ
る
質
量
以
下
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

呼
称

質
量
（
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

百
五
十

十
二
・
〇

百
四
十

十
・
〇

百
二
十
五

八
・
五

百
十
五

七
・
五

百

六
・
〇

九
十

五
・
〇

1



七
十
五

四
・
〇

六
十
五

三
・
〇

五
十

二
・
五

四
十

一
・
二

二
十
五

一
・
〇

（
折
り
曲
げ
）

第
九
条
　
消
防
用
吸
管
の
端
の
部
分
で
そ
の
長
さ
が
当
該

消
防
用
吸
管
の
内
径
の
四
倍
に
相
当
す
る
部
分
は
、
結

合
金
具
を
装
着
し
た
状
態
で
、
呼
称
が
七
十
五
以
下
の

も
の
に
あ
つ
て
は
六
十
度
、
呼
称
が
九
十
及
び
百
の
も

の
に
あ
つ
て
は
四
十
五
度
の
折
り
曲
げ
を
毎
分
六
回
の

割
合
で
二
千
回
繰
り
返
し
た
後
に
、
次
条
か
ら
第
十
二

条
ま
で
の
試
験
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
生

じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
耐
圧
力
）

第
十
条
　
長
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
消
防
用
吸
管
の
一

端
を
ふ
さ
ぎ
、
次
の
表
に
掲
げ
る
状
態
及
び
呼
称
に
応

じ
、
同
表
に
掲
げ
る
数
値
の
水
圧
力
を
五
分
間
加
え
た

場
合
に
お
い
て
、
き
裂
、
漏
れ
、
変
形
等
が
生
じ
な
い

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

呼称
百
五

十

百
四

十

百
二

十
五

百
十

五

百

九
十
七
十

五

六
十

五

五
十
四
十
二
十

五

状態ま
つ

す
ぐ

に
し

た
状

態

〇
・

六

〇
・

六

〇
・

八

〇
・

八

一
・

五

一
・

五

一
・

八

一
・

八

一
・

八

〇
・

二

〇
・

二

曲
率

半
径

が〇
・

七
五

メ
ー

ト
ル

と
な

る
よ

う
に

曲
げ

た
状

態

〇
・

五

〇
・

五

〇
・

六

〇
・

六

曲
率

半
径

が〇
・

一
・

二

一
・

二

一
・

五

一
・

五

一
・

五

五
メ

ー
ト

ル
と

な
る

よ
う

に
曲

げ
た

状
態

曲
率

半
径

が〇
・

二
五

メ
ー

ト
ル

と
な

る
よ

う
に

曲
げ

た
状

態

〇
・

二

〇
・

二

　
（
単
位
　
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

（
耐
負
圧
力
）

第
十
一
条
　
長
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
消
防
用
吸
管
の

一
端
を
ふ
さ
ぎ
、
当
該
消
防
用
吸
管
内
の
真
空
度
を
九

十
四
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上
と
し
て
十
分
間
放
置
し
た
場

合
に
お
い
て
、
は
く
離
、
き
裂
、
漏
れ
、
変
形
等
が
生

ぜ
ず
、
呼
称
が
百
五
十
か
ら
五
十
ま
で
の
も
の
に
あ
つ

て
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
呼
称
が
四
十
及
び
二
十
五

の
も
の
に
あ
つ
て
は
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
縮
み
が

生
じ
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
大
気
圧
に
戻
し
た
後

十
分
以
内
に
そ
の
縮
み
が
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
な
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
伸
び
）

第
十
二
条
　
消
防
用
吸
管
は
、
そ
の
呼
称
に
応
じ
、
第
十

条
の
表
に
掲
げ
る
ま
つ
す
ぐ
に
し
た
状
態
に
お
い
て
加

え
る
数
値
の
水
圧
力
を
五
分
間
加
え
た
場
合
に
お
い

て
、
伸
び
が
、
呼
称
が
百
五
十
か
ら
五
十
ま
で
の
も
の

に
あ
つ
て
は
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
、
呼
称
が
四
十
及

び
二
十
五
の
も
の
に
あ
つ
て
は
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以

下
で
あ
り
、
か
つ
、
水
圧
力
を
除
い
た
後
十
分
以
内
に

そ
の
伸
び
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
な
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
屈
と
う
性
）

第
十
三
条
　
消
防
用
吸
管
（
呼
称
が
百
五
十
か
ら
百
十
五

ま
で
の
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、

そ
の
呼
称
に
応
じ
、
次
の
表
に
掲
げ
る
長
さ
の
部
分
を

次
の
図
の
よ
う
に
百
八
十
度
曲
げ
る
た
め
に
要
す
る
荷

重
が
、
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
温
度
が
使
用
温

度
範
囲
の
上
限
で
あ
る
場
合
は
百
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
下
、

下
限
で
あ
る
場
合
は
二
百
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
下
で
あ
り
、

か
つ
、
曲
げ
た
場
合
に
お
い
て
、
き
裂
、
変
形
等
が
生

じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

呼
称

長
さ
（
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

百

二
百
八
十

九
十

二
百
二
十
五

七
十
五

百
九
十

六
十
五

百
七
十

五
十

百
五
十
五

四
十

百
四
十

二
十
五

九
十

２
　
消
防
用
吸
管
は
、
そ
の
呼
称
に
応
じ
、
前
項
の
表
に

掲
げ
る
長
さ
を
円
周
の
長
さ
と
し
て
、
次
の
図
一
の
よ

う
に
二
回
巻
い
て
固
定
し
た
状
態
で
二
十
四
時
間
放
置

し
た
場
合
に
お
い
て
、
き
裂
、
変
形
等
が
生
ぜ
ず
、
か

つ
、
そ
の
一
端
を
次
の
図
二
の
よ
う
に
取
り
付
け
、
そ

の
一
巻
分
を
解
き
、
他
の
一
巻
分
が
解
い
た
部
分
の
荷

重
と
な
る
よ
う
に
鉛
直
に
つ
り
下
げ
た
場
合
に
お
い

て
、
残
留
ひ
ず
み
（
同
図
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
算
出

し
た
も
の
を
い
う
。
）
が
三
分
以
内
に
、
そ
の
呼
称
に

応
じ
、
同
項
の
表
に
掲
げ
る
長
さ
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
以

下
と
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図
一

図
二

残
留
ひ
ず
み
（
％
）＝

（
Ｌ
０－

Ｌ
１
）
／
Ｌ
０×

１
０
０

（
曲
げ
）

第
十
四
条
　
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
消
防
用
吸
管
の
一

端
を
、
次
の
図
の
よ
う
に
固
定
し
て
、
そ
の
呼
称
に
応

じ
、
次
の
表
一
に
掲
げ
る
長
さ
の
曲
率
半
径
を
も
つ
た

枕
木
に
沿
つ
て
九
十
度
曲
げ
、
そ
の
呼
称
に
応
じ
、
次

の
表
二
に
掲
げ
る
荷
重
を
そ
の
先
端
に
加
え
て
三
十
分

間
放
置
し
た
場
合
に
お
い
て
、
つ
ぶ
れ
（
同
図
に
掲
げ

る
算
式
に
よ
り
算
出
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

が
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
荷
重
を
取
り

除
い
た
後
の
つ
ぶ
れ
が
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
な
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ぶ
れ
（
％
）＝

（
Ｃ
１－

Ｃ
２
）
／
Ｃ
１×

１

０
０

Ｃ
１
は
、
荷
重
を
加
え
る
前
の
Ａ
点
と
Ｂ
点
を
通
る

外
径
（
単
位
　
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

Ｃ
２
は
、
荷
重
を
加
え
た
後
及
び
荷
重
を
取
り
除
い

た
後
の
Ａ
点
と
Ｂ
点
を
通
る
外
径
（
単
位
　
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
）

表
一

呼
称

曲
率
半
径
（
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

百
五
十

百
四
十

四
十

百
二
十
五

百
十
五

三
十

2



百九
十

七
十
五

六
十
五

二
十

五
十

四
十

二
十
五

十
五

表
二

呼
称

荷
重
（
ニ
ュ
ー
ト
ン
）

百
五
十

二
千
六
百

百
四
十

二
千
二
百

百
二
十
五

千
八
百

百
十
五

千
四
百
五
十

百

千
六
百

九
十

千
四
百

七
十
五

千
百

六
十
五

五
百
五
十

五
十

四
百

四
十

百
三
十

二
十
五

六
十

（
押
し
つ
ぶ
し
性
）

第
十
五
条
　
消
防
用
吸
管
は
、
長
さ
が
十
二
・
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
部
分
に
対
し
、
呼
称
が
百
五
十
か
ら
五
十

ま
で
の
も
の
に
あ
つ
て
は
百
二
十
ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
呼
称
が
四
十
及
び
二
十
五
の
も
の
に
あ

つ
て
は
四
十
ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
等
分

布
荷
重
を
加
え
た
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
算
式

に
よ
り
算
出
し
た
通
水
断
面
積
の
低
下
率
が
四
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
下
で
、
き
裂
が
生
じ
な
い
も
の
で
あ
り
、
か

つ
、
荷
重
を
取
り
除
い
た
後
、
次
に
掲
げ
る
算
式
に
よ

り
算
出
し
た
残
留
ひ
ず
み
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
な

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

通
水
断
面
積
の
低
下
率
（
％
）＝

（
（
ｄ
１
２－

ｄ

２×

ｄ
３
）
／
ｄ
１
２
）×

１
０
０

残
留
ひ
ず
み
（
％
）＝

（
ｄ
１－

ｄ
４
）
／
ｄ
１×

１
０
０

ｄ
１
は
、
荷
重
を
加
え
る
前
の
吸
管
の
内
径
（
単

位
　
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

ｄ
２
は
、
荷
重
を
加
え
た
後
の
吸
管
の
鉛
直
方
向
の

内
寸
法
（
単
位
　
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

ｄ
３
は
、
荷
重
を
加
え
た
後
の
吸
管
の
水
平
方
向
の

内
寸
法
（
単
位
　
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

ｄ
４
は
、
荷
重
を
取
り
除
い
た
後
の
吸
管
の
鉛
直
方

向
の
内
寸
法
（
単
位
　
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

（
試
験
条
件
）

第
十
六
条
　
消
防
用
吸
管
は
、
そ
の
使
用
温
度
範
囲
を
零

下
五
度
以
上
四
十
度
以
下
又
は
零
下
二
十
五
度
以
上
四

十
度
以
下
に
区
分
す
る
も
の
と
し
、
第
五
条
第
三
号
ロ

及
び
第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
試

験
は
、
そ
の
使
用
温
度
範
囲
に
応
じ
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
温
度
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
使
用
温
度
範
囲
が
零
下
五
度
以
上
四
十
度
以
下
の

消
防
用
吸
管
に
あ
つ
て
は
、
零
下
五
度
及
び
四
十
度

二
　
使
用
温
度
範
囲
が
零
下
二
十
五
度
以
上
四
十
度
以

下
の
消
防
用
吸
管
に
あ
つ
て
は
、
零
下
二
十
五
度
及

び
四
十
度

２
　
第
四
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
（
第
五
条
第
三

号
ロ
の
規
定
を
除
く
。
）
に
よ
る
試
験
は
、
別
段
の
定

め
が
あ
る
ほ
か
、
温
度
が
五
度
以
上
三
十
五
度
以
下
の

状
態
に
お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
表
示
）

第
十
七
条
　
消
防
用
吸
管
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
　
製
造
者
名

二
　
製
造
年

三
　
呼
称
及
び
長
さ

四
　
使
用
温
度
範
囲

五
　
届
出
番
号

第
三
章
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
吸
管

（
内
径
）

第
十
八
条
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
吸
管
の
内
径
は
、
第
四

条
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
大
容
量
泡
放
水
砲
用
吸
管
に
表
示
さ
れ
た
呼
び
径

か
ら
そ
の
呼
び
径
の
百
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
内
径
ま
で
の

範
囲
内
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
耐
圧
力
）

第
十
九
条
　
長
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
容
量
泡
放
水

砲
用
吸
管
の
一
端
を
ふ
さ
ぎ
、
ま
つ
す
ぐ
に
し
た
状
態

で
、
〇
・
三
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
水
圧
力
を
五
分
間
加
え

た
場
合
に
お
い
て
、
き
裂
、
漏
れ
、
変
形
等
が
生
じ
な

い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
伸
び
）

第
二
十
条
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
吸
管
は
、
前
条
の
水
圧

力
を
五
分
間
加
え
た
場
合
に
お
い
て
、
伸
び
が
、
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
水
圧
力
を
除
い
た
後

十
分
以
内
に
そ
の
伸
び
が
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
な
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
表
示
）

第
二
十
一
条
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
吸
管
に
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
事
項
を
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
製
造
者
名

二
　
製
造
年

三
　
呼
び
径
及
び
長
さ

四
　
使
用
温
度
範
囲

五
　
届
出
番
号

六
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
で
あ
る
旨

（
準
用
）

第
二
十
二
条
　
第
三
条
、
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
、
第

十
一
条
、
第
十
四
条
及
び
第
十
六
条
の
規
定
は
大
容
量

泡
放
水
砲
用
吸
管
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
五
条
第
三
号
ロ
の
規
定
中
「
そ
の
呼
称
に

応
じ
、
次
の
表
に
掲
げ
る
数
値
の
荷
重
」
と
あ
る
の
は

「
使
用
時
に
か
か
る
荷
重
」
と
、
第
十
一
条
の
規
定
中

「
呼
称
が
百
五
十
か
ら
五
十
ま
で
の
も
の
に
あ
つ
て
は

十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
呼
称
が
四
十
及
び
二
十
五
の
も

の
に
あ
つ
て
は
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
」
と
あ
る
の
は
「
十

パ
ー
セ
ン
ト
」
と
、
第
十
四
条
の
規
定
中
「
そ
の
呼
称

に
応
じ
、
次
の
表
一
に
掲
げ
る
長
さ
の
」
と
あ
る
の
は

「
設
計
さ
れ
た
」
と
、
「
そ
の
呼
称
に
応
じ
、
次
の
表
二

に
掲
げ
る
」
と
あ
る
の
は
「
使
用
時
に
か
か
る
」
と
、

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
中
「
第
十
三
条
か
ら
第
十
五

条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用

す
る
第
十
四
条
」
と
、
同
条
第
二
項
の
規
定
中
「
第
四

条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
（
第

三
号
ロ
を
除
く
。
）
第
六
条
、
第
七
条
、
第
十
八
条
か

ら
第
二
十
条
ま
で
並
び
に
第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用

す
る
第
五
条
第
三
号
ロ
及
び
第
十
一
条
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
　
雑
則

（
基
準
の
特
例
）

第
二
十
三
条
　
新
た
な
技
術
開
発
に
係
る
消
防
用
吸
管
に

つ
い
て
、
そ
の
形
状
、
構
造
、
材
質
及
び
性
能
か
ら
判

断
し
て
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
同
等

以
上
の
性
能
が
あ
る
と
総
務
大
臣
が
認
め
た
場
合
は
、

こ
の
省
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
務
大
臣
が
定
め

る
技
術
上
の
規
格
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
九
月
二
八
日
自
治
省
令

第
三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
略

13
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
消
防
法
第
二
十
一
条
の

十
六
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
治
大
臣
に
届
出
を

行
っ
た
消
防
用
吸
管
に
つ
い
て
は
、
第
十
条
に
よ
る
改

正
後
の
消
防
用
吸
管
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

の
規
格
に
適
合
す
る
消
防
用
吸
管
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
九
月
一
四
日
自
治
省
令

第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日
総
務
省
令

第
四
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
消
防
法
第
二
十
一
条
の

十
六
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
に
届
出
を

行
っ
た
消
防
用
吸
管
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
消
防
用

吸
管
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
規
格
に
適
合

す
る
消
防
用
吸
管
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
総
務
省
令
第

一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。
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